
大津支部
湖南支部

甲賀支部

湖東支部

湖北支部

湖西支部 彦根支部

●優良事業所支部長表彰の実施
●ホワイト物流及び事業法改正研修会の開催
●全体会議研修会の開催
●ソフトボール大会の開催
●湖南会（親睦ゴルフ）の開催

●配車担当者交流会の開催
●交通事故防止研修会の開催
●働き方改革研修会の開催
●労務関係研修会の開催
●親睦ゴルフの開催

●働き方改革関連法に係る研修会の開催
●消費税軽減税率制度導入研修会の開催
●親睦ゴルフの開催

●交通安全新年祈願祭の実施
●春と秋の長浜市交通安全パレードへの協力
●ＫＹＴ研修会の開催
●おうみ路クリーンアップ活動の実施
●長浜市びわ湖一斉清掃への協力
●魚釣り大会の開催

●交通安全新年祈願祭の実施
●睡眠時無呼吸症候群研修会の開催
●ハンドルキーパー運動の実施
●健康講座に係る意見交換会の開催
●交流会の開催
●ゴルフコンペの開催

各支部の
取り組み

●高島市総合防災訓練の実施
●高島市の観光ＰＲラッピングトラックの車両拠出
●合同健康診断の実施

滋賀県トラック協会
創立７０周年記念動画

滋賀県トラック
青年協議会

滋賀県トラック
女子部会

一般社団法人 滋賀県トラック協会
http://www.shiga-ta.or.jp

2019 事業活動 報告書

おうみ路　令和元年度
発行日／令和２年 3 月 31日　
発行／（一社）滋賀県トラック協会　
〒 524-0104 滋賀県守山市木浜町 2298 番地の 4　
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●大津市ジャズフェスティバルへの協賛
●新名神大津スマートＩＣ（仮称）利活用等地域活性化委員会への出席
●大津市総合防災訓練の実施
●春と秋の交通安全啓発活動の実施
●労働時間研修会の開催
●大地協力会（親睦ゴルフ）の開催
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4月	 ● ドライバー研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　	 ● 新入学児童交通安全誘導活動の実施

5月	 ● 春の全国交通安全運動オープニング式・交通安全びわ湖キャラバン隊出発式・ ・・・・・・・・ 3
	 ● 通常総会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
	 ● エコ・セーフティドライブコンテストの実施・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
　　　　	● ドライバー研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
	 ●春の全国交通安全運動に係る啓発活動の実施
	 ●貨物自動車運送事業安全性評価事業（Ｇマーク）申請案内説明会の開催

6月	 ● ドライバー研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
	 ● 運輸安全マネジメントセミナーの開催
	 ● 高速道路交通安全啓発活動の実施

7月	 ● 初任トラック運転者の指導教育研修会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
　　	 ● フォークリフト地方大会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
　　	 ● はい作業主任者技能講習会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
　　	 ● 経営者・管理職研修会の開催 【60分でわかるトラック重大事故対策セミナー】・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　	 ● ドライバー研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　	 ● 高速道路交通安全啓発活動の実施
　　	 ● 運行管理者国家試験事前勉強会の開催

8月	 ● 運行管理者国家試験の実施・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

9月	 ● 滋賀県総合防災訓練に参加・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
　　	 ● 経営者・管理職研修会の開催 【過労死等防止・健康起因事故防止セミナー】・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　	 ● ドライバー研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　	 ● ハローワーク・デイに参加
　　	 ● 高速道路交通安全啓発活動の実施

	10月	 ● 取引環境・労働時間改善協議会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
		  ● びわ湖環境ビジネスメッセ２０１９にて環境の取り組みを発信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
　　　		  ● ドライバー研修会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　　		  ● 交通安全ハロウィン啓発
　　　		  ● 滋賀県交通安全フェア開催に係る記者会見の実施

	11月	 ● 議員懇談会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
　　　		  ● 「おうみの森づくり事業」の実施・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
　　　		  ● 物流セミナーの開催
		       【三日月大造氏より物流で健康しがをテーマに講演】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11
		  ● 全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11
　　　		  ● 年末の交通安全県民運動啓発活動の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12
　　　		  ● ドライバー研修会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
　　　		  ● 荷主と運送事業者のためのトラック運転者の労働時間短縮に向けたセミナーの開催
		  ● 環境キャンペーンの実施

12月		 ● 物流出前講座の開催【八日市南高校、愛知高校、甲南高校】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
　　　		  ● おりづる会クリスマスの集いに出席

	 1月	 ● 初任トラック運転者の指導教育研修会の開催・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
		  ● 新年祈願祭の挙行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

	 2月	 ● 経営者・管理職研修会の開催
		       【トレーラの適正な使用等に係る研修】・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
		  ● ドライバー研修会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
		  ● 物流出前講座の開催【石部高校】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
		  ● 原価意識強化セミナーの開催
		  ● 運行管理者国家試験事前勉強会の開催

	 3月	 ● 適正化事業実施機関評議委員会の開催

「いきる」 バス・トラック事故の削減
① 「交通事故削減宣言」と交通事故削減目標の設定 
②  滋賀県交通安全フェアの開催

「うごく」 交通安全ＰＲ活動・道路環境改善提案活動
① 交通安全びわ湖キャラバン隊
② 道路環境に関する改善提案

「はたらく」 バス・トラック業界への関心を高めるキャリア教育
① 若年者の雇用増加と若年ドライバー不足の解消（物流出前講座）
② 働きたい女性の雇用増加と女性ドライバーの活躍

「つくる」  エコドライブ・環境啓発の推進
① ドライバー研修会の実施
② エコ・セーフティドライブコンテストの実施　
③ 環境キャンペーンの実施
④ ワンコインエコパス
⑤ バスの日まつりの開催

「まもる」  清掃・植樹事業
① 「琵琶湖森林づくりパートナー協定」の締結
② 「おうみの森づくり事業」の実施

「そなえる」  防災対策の取り組み
①「災害時における人員・物資等の輸送に
　 関する協定書」の締結
② 緊急事態に対応するトラック協会の
　 業務計画等の作成
③ 滋賀県総合防災訓練への参加

「ひろげる」	 “滋賀・琵琶湖”ブランド、	  	 	 	  観光情報の全国発信
① バス・トラックを使用した情報発信
② 女性ドライバー観光応援隊による観光PR

　滋賀県トラック協会と滋賀県バス協
会が、業界を取り巻く環境をより良く
する目的で協議を重ね、滋賀県とタ
イアップして展開していく７つの事業を
策定しました。そして、平成 27 年４月
９日に、田中 亨会長と滋賀県バス協
会の中村隆司会長から、三日月大造
滋賀県知事に対して提言されました。

滋賀にキラリ輝く
七つ星事業

Shiga Trucking Association1 2おうみ路 2019
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子どもの命を守る安全対策を誓う

　令和元年５月11日から20日までの「春の全国交通安全運
動」に先立ち、交通安全びわ湖キャラバン隊の出発式が、
10日10時からなぎさ公園水上派出所前で開催されました。
　まず、５月８日に大津市内で発生した事故で犠牲となっ
た保育園児への黙祷が行われ、続く主催者挨拶では、「子
どもと高齢者の安全確保と、横断歩道利用者ファースト
運動を展開し、事故のない滋賀を実現したい」という三日
月知事からのメッセージが読み上げられました。
　また、鎌田滋賀県警本部長の「われわれに課せられた責
務として、大切な子どもの命を守る交通安全対策に全力
で取り組みたい」というメッセージも伝えられました。
　越大津市長は「一昨日のような悲しい事故をなくすため、
みなさんとともに交通安全と道路の安全対策に全力を尽く
したい」と挨拶しました。

園児から安全運転を願うメッセージ

　続いてひかり保育園のジュニアポリスが登場して演奏を
披露しました。そして、「思いやり運転してください」「スピー

令和初となる通常総会を開催
　令和元年５月29日、滋賀県トラック
総合会館において滋賀県トラック協会
と陸上貨物運送事業労働災害防止協

会滋賀県支部、滋賀県トラック運送事業政治連盟の通常
総会が開催されました。田中会長は、「新しい令和の時代
は未来の物流が具現化する時代。坂本全ト協会長がリー
ダーシップを発揮されて取り組んできたことが実を結びつ
つある」と述べ、会員一丸となって前進していこうと力強
く挨拶を行いました。
　続いて滋賀県トラック協会長表彰と、全日本トラック協
会表彰規定による“正しい運転・明るい輸送運動”表彰の
伝達式が行われました。

三日月知事、坂本全ト協会長が挨拶
　来賓の三日月滋賀県知事は、『滋賀
にキラリ輝く七つ星事業』や交通安全
フェアへの取り組みに謝意を表し、「道
路問題の解決を着実に進めながら、
産業・物流環境の改善に県をあげて
取り組んでいきたい」と挨拶しました。

　また、坂本全ト協会長からは、「田中会長の下、会員が

通常総会

ドを出しすぎないように」「シートベルトをしてください」「横
断歩道では道を譲ってください」というドライバーへのメッ
セージが、子どもたちから送られました。
　また、「事故ゼロで笑顔広がる滋賀の町」「渡るかな止まっ
て譲ろう横断歩道」「自転車でスマホさわるな前を見て」と
いう2019年度の交通安全スローガンが発表されました。

事故ゼロの願いを受けキャラバン隊が出発

　キャラバン隊の出発に先立ち、県民を代表して江若交
通株式会社の竹内さんと、株式会社ジェネシスの岡﨑さん
が安全宣言を読み上げました。人命尊重のもとに事故のな
い安心安全な滋賀をつくるため、「交通安全思想の普及に
努め交通ルールの遵守とマナーの向上に努める」「ゆとりと
思いやりの気持ちをもって子どもと高齢者を交通事故から
守る」「飲酒運転をしない、させない、許さないを徹底する」

「すべての席でのシートベルトを徹底する」「環境に配慮し
た運転を心がける」ことを誓いました。
　そして、参加者の拍手に見送られ
て、白バイ隊を先頭に次 と々キャラバ
ン隊が琵琶湖一周に出発していきま
した。

力を合わせて滋賀県トラック協会の発
展を目指されることを祈りつつ、ともに
頑張っていきたい」と、激励のメッセー
ジを頂きしました。
　そして、松田副会長が議長に選出さ
れ、「平成30年度事業報告及び収支決算報告の承認」「理
事の補充選任」「令和元年度入会金の額及び納入方法

（案）」「令和元度会費の額及び納入方法（案）」「令和元年
度事業計画及び収支予算書（報告）」について説明・審議
が行われ、いずれも拍手をもって承認されました。

「地域経済を支える道路整備」をテーマに講演
　総会終了後、滋賀４区選出の小寺
衆議院議員による記念講演が行われ
ました。小寺氏は、国道１号線、８
号線、名神、新名神などの整備の現
状について説明したほか、滋賀県と
三重県を結ぶ名神名阪連絡道路のメ

リットについても言及しました。
　そして、「ストレスなく効率的に荷物を運べるように道路
を整備していくことは、地域活性化につながる。滋賀が
さらに発展していけるよう、知事と力を合わせて頑張って
いきたい」と述べて、講演を締めくくりました。

5月 ７月 ７月

７月

1月

8月

5月

「初任トラック運転者の
指導教育研修会」の開催
　「準中型自動車免許」の新設に合わせ、「トラック運送事業者
が運転者に対して行う指導及び監督指針」が改正され、そのう
ち、初任運転者に対する指導教育の時間数が、従来の６時間
から座学15時間、実技20時間以上と大幅に時間を増やして義
務づけされました。このことに伴い、滋賀県トラック協会（適正
化事業運営委員会）では、会員事業者の新任運転者に対する指
導教育が適正に図られますよう、年間２回、一回当たり40名程度、
13時間の座学を実施しています。
　本年は、１回目７月１日（月）～２日（火）57名が受講、２回目
は令和２年１月27日（月）～ 28日（火）46名が受講されました。
受講生のアンケートから、分かりやすかった、テキストが大変役
立つと思う、今後の参考になった等好評いただきました。

　　はい作業主任者技能講習

　７月11日（木）～ 12日（金）、滋
賀県トラック総合会館にて、はい
作業主任者技能講習会を開催し
ました。
　はい作業主任者は、労働安全
衛生法第14条ならびにその他省令で定めるところにより、高さ２
メートル以上のはい（倉庫・上屋又は土場に積み重ねられた荷）の
はい付け、はいくずし（荷積み・荷卸し）作業には、フォークリフト
荷役運搬機械等の運転者のみによって行われる場合を除き、選

任しなければなりません。
　会員事業者に限らず非会員
の一般貨物自動車運送事業者
の他、他業界の事業者からも
多数の受講者が見られました。
　受講者は99名になりました。

フォークリフト
地方大会を
開催
フォークリフトの競技大会を開催日頃の技量を競う！

　７月27日（土）クレフィール湖東交通安全研修所において、
フォークリフト地方大会が開催されました。昨年に引続き、陸
上貨物運送事業労働災害防止協会滋賀県支部と京都府支部
が共催しました。
　競技科目は、学科競技の他、フォークリフトの点検競技、
またフォークリフトに乗車して、狭い通路を走行し、荷物を所
定の位置から目的地まで運ぶ運転競技を行いました。
　選手は、日頃から磨いた腕を披露し、一生懸命、出せる力
を出し尽くしました。
　各支部会員事業者から、併せて14名が出場しました。

運行管理者
国家試験の実施

　公益財団法人運行管理者試験センターは、運行管理者国
家試験を令和元年８月25日（日）に実施しました。
　運行管理者は、道路運送法及び貨物自動車運送事業法に
基づき、事業用自動車の運転者の常務割の作成、休憩・睡
眠施設の保守管理、運転者の指導監督、点呼による運転者
の疲労・健康状態等の把握や安全運行の指示等、事業用自
動車の運行の安全を確保するための業務を行い
ます。その資格を取得するための国家試験
です。
　全都道府県にて上記日程で同時に
実施され、滋賀県の会場だけでも、
延べ485名の受験者が見られました。

新
時
代
の
物
流
の
具
現
化
に
向
け
て

会
員
の
結
束
と
前
進
を
誓
う
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金井一誠
西濃運輸(株)近江営業所

寺田清政
(株)滋賀ユニック

中村泰士
日本通運(株)大津営業課

新居澄雄
西濃運輸(株)長浜支店

三橋俊行
日本通運(株)彦根事業所営業課

黄瀬久次
小林運送(株)

松井義人
滋賀運送(株)

北川憲司
(株)外村物流運輸

上田  広
西濃運輸(株)滋賀支店

小西一彦
甲西陸運(株)

徳地真人
センコー(株)京滋主管支店

コーベン・ジェフリー・ウィリアム
センコー(株)京滋主管支店

外山浩人
(株)滋賀運送甲賀

村田記一
滋賀運送(株)

柳田政秋
滋賀協同物流(株)

安川利昭
セイノースーパーエクスプレス(株)

小林  司
滋賀協同物流(株)

豊嶋英樹
甲西陸運㈱

雲林院一成
石部運輸倉庫(株)

橋本大介
ヤマトマルチチャーター(株) 

原田直樹
西濃運輸(株)近江営業所

今野将志
(株)滋賀物流サービス

笹木敏之
日本梱包運輸倉庫(株)

山本  亘
甲西陸運㈱

辻  貴之
(株)滋賀運送竜王

河野貴宏
(株)滋賀運送甲賀

小林智輝
滋賀センコー運輸整備(株)

吉澤宣昭
日本通運(株)大津警送支店

清水信幸
(株)滋賀運送竜王

古澤康弘
(株)吉田

石森洋介
西濃運輸(株)彦根支店

山内  塁
日本通運(株)大津警送支店

沢井  誠
セイノースーパーエクスプレス(株)
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日頃の経験を活かしマイスターに挑戦
　５月18日（土）、クレ
フィール湖東交通安
全研修所で、恒例と
なったエコ・セーフテ
ィドライブコンテストと
全国トラックドライバー
コンテストの選考会が
開催されました。

　開会式では松田副会長が「会社の代表として日
頃の積み重ねや知識を活かし、マイスター目指し
て精一杯がんばってほしい」と選手を激励、来賓
の小椋東近江市長、山岸近畿運輸局滋賀運輸支局
長、天野滋賀県琵琶湖環境部温暖化対策課長から
も、選手への応援メッセージが送られました。
　そして、株式会社ランテックの山本さんが 56
名の選手を代表して選手宣誓を行い、競技がスタ
ートしました。

真剣な表情で知識や技能を競う

　知識テスト競技に引き続いて、点検競技の模範
演技をDVDで鑑賞した後、３つのグループに分
かれて、日常点検競技、セーフティ走行競技、エ
コドライブ競技が行われました。
　中には「この日に向けてトレーニングしたのに、
緊張で思ったようにできなかった」と悔しさをに
じませる選手もいましたが、「基本に忠実にしっ
かり確認を行う」「ながら運転をしない」「早めにア
クセルを離す」など、日頃から実践している思い

やり運転やエコドライブの経験を活かそうと、み
なさん真剣な表情で競技に取り組みました。

晴れ晴れとした表情の選手を讃え閉会

　閉会式ではクレフィール湖東交通安全研修所の
山口所長が総括を行い、セーフティ走行競技で気
づいたこととして、「右左折時のリアオーバーハ
ングの確認をしっかり行うこと。また、同乗者に
シートベルト着用を促すことも運転者の義務であ
る」とし、エコ走行については「エンジンの回転
を抑え、アクセルを早めに離すこと」がポイント
になると述べました。
　最後に中西副会長が、「すべての競技を終え、
晴れ晴れとした表情のみなさん全員がマイスター
となることを願っている」と挨拶し、関係者への
感謝の言葉を述べて、コンテストは終了しました。
運営を支えたスタッフに謝意を表わして、今年の
大会も無事終了しました。

5月
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「
議
員
懇
談
会
」
を
開
催

　滋賀県トラッ
ク協会（滋賀県ト
ラック運送事業
政治連盟）は、令
和元年11月１日

（金）京都市において、令和元年度「議員懇談会」を開
催しました。
　当日は、滋賀県選出の衆議院議員大岡先生、上野先
生、武村先生、小寺先生、参議院議員小鑓先生の５名
が出席、当協会（連盟）から田中会長はじめ執行部と全
日本トラック協会から坂本会長と松崎常務理事が出席
しました。
　冒頭、田中会長から「平素、先生方には格別のご指
導ご鞭撻をいただき感謝している。いま我々業界は人
手不足により事業の存続が危機的な状況にある。そう
した中で、貨物自動車運送事業法の一部改正がなされ
諸施策が講じられようとしている。本日は人手不足や
働き方改革への対応、道路整備の促進といった諸課題
解決についても忌憚のない意見交換をお願いしたい。」
と挨拶。また、全ト協坂本会長からは「滋賀は協会と
地元国会議員が緊密に連携し課題解決に取り組んでく
れている。運送業界の更なる発展を目指し滋賀から発
信してもらいたい。」と挨拶されました。
　続いて全ト協の松崎常務理事から「トラック運送業
界の現状と課題」と題して、トラックドライバーの賃

　令和元年10月16日（水）～同月18日（金）長浜バイ
オ大学ドームにおいて「びわ湖環境ビジネスメッセ
2019」が開催されました。びわ湖環境ビジネスメッ
セは、前身である「滋賀環境ビジネスメッセ」から数
えて本年で22回目の開催となりました。滋賀県をは
じめ県下経済団体や大学等文字どおり産・官・学に
よる環境の取り組みの発表等ビジネスの一大イベン
トとなっています。
　県内外のおよそ300社の企業、団体等が取り組まれ
ている環境製品や技術、サービス等の展示、紹介に
より環境への発展を図ろうとする催しで、当協会も
近畿スマートエコ★ロジ協議会のメンバーとして、
滋賀運輸支局とともにCNG車等の環境に優れた環境
車の普及促進を図るための啓発活動を中心に、当協
会は５月の「エコ・セーフティドライブコンテスト」
や、７月に滋賀県及び長浜市の立ち合いのもと、（一
社）滋賀県造林公社と締結しました「琵琶湖森林づく
りパートナー協定」等のこの一年間の環境への取組
みをパネルにして紹介しました。

　本協議会は学識経験者、行政（国交省、厚労省、
経産省）、運送事業者、荷主、業界団体の関係者が
一体となり、トラック輸送における取引環境の改善
や長時間労働の抑制を図るため、平成27年7月に設置

（全国、各都道府県にも設置）されました。
　滋賀県においては、大阪産業大学経営学部教授
の浜崎座長の下、平成27年度から28年度にかけ県下
の運送業界の実態調査を実施されました。この実態
調査から出た課題、問題点の抽出と合わせ具体的な
特定母集団（荷主、元請、運送事業者）を選定し、平
成29年度にはその対象集団における実態調査（パイロ
ット事業）で課題の抽出等を行い、その改善策及び

　「令和元年９月１
日（日）午前７時０
00 分、琵琶湖西岸
断層帯を震源とす
る大規模地震が発
生。高島市で震度
７を観測し、建物
の倒壊、火災発生、

液状化の発生、ガス・水道・電気・電話等ライフライ
ン施設、鉄道、道路、堤防の破損等があり、多数の死
傷者が発生した。また、折からの大雨で河川は増水し
ており、一部地域では氾濫が生じている。」との想定
により、滋賀県総合防災訓練が実施されました。
　滋賀県トラック協会では、多くの避難者の発生が予
想されることから、関西広域連合から輸送された物資
を物資拠点に集約し、物資拠点において物資の仕分
けを行い、高島地域の各避難所まで輸送し、高島市で
の物資受領、輸送訓練と連携するともに、滋賀県災害
対策本部に「輸送調整所」を設置し、物資拠点の選定、
市町の支援物資要望受理・避難所までのルート設定、
輸送指示等の訓練に参加しました。
　訓練当日、守山市にあるトラック協会に「対策本部」
を設置するとともに、県庁の災害対策本部内の「輸送
調整所」に要員を派遣し、湖南支部長以下10人、車両
２台が早朝からの訓練に従事しました。

　災害救援物資の仕分訓練と輸送訓練では、本番さな
がらに湖西支部の車両が高島市内の物資拠点に集結
し、関西広域連合から輸送された救援物資（アルファ
化米、ビスケット、飲料水）の仕分作業を行い、高島
市民会館の避難所へ輸送しました。
　また、各避難所に通じる道路が地震により寸断され
たという想定のもと、トラックとの情報伝達訓練を行
い、「輸送調整所」が指示する通行可能なルートを選定
して輸送にあたるなど「輸送調整所」との連携を重視
した訓練を行い、無事任務を全うして災害発生に備え
ることができました。

金と労働時間の問題、運転者不足による国民生活や企
業活動への影響、働き方改革関連各法律の内容、また

「令和２年度税制改正・予算に関する最重点要望事項」
として高速道路料金の大口・多頻度割引最大50％の堅
持、道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現、働
き方改革実現のための諸対策の推進、自動車関係諸税
の簡素化・軽減などトラック運送業界からの要望事項
に加え、重要物流道路の更なる拡充や機能強化、貨物
自動車運送事業法の一部改正による「荷主対策の深度
化」、「規制の強化」、「標準的な運賃の告示制度」の概要
やトラック輸送の生産性向上・物流効率化等に取り組
むホワイト物流推進運動などについて詳しく説明が行
われました。
　これを受けて、働き方改革の実現に向けた長時間労
働の是正や人材の確保、市街化調整区域における開発
規制の緩和や道路整備、荷主対策等について活発な意
見・情報交換が行われました。
　議員からも、「現在業界の抱えている諸課題や問題点
についてよく理解できた。今回の法改正により公正な
取引環境を取り戻し、国の基幹産業である物流業界が
更に飛躍発展出来るよう一緒になって議論を深めて行
きたい。」と感想を述べられました。
　最後に、田中会長から本日の懇談会は大変有意義で
あった、これからもこのような場を継続的に設け情報
交換をお願いしたいと結び閉会となりました。

対応策等をまとめられ、発荷主・運送事業者・着荷
主が連携した取り組みを行った結果、当県の取り組
みが評価され、政府の「生産性向上国民運動推進協
議会」で好事例として取り上げられました。今後の横
展開に期待と注目が集まっています。
　本年度は、平成30年12月に一部改正された貨物自
動車運送事業法の施行により、適正取引（運賃・料金
の適正収受）や労働時間（荷待ち時間等）の改善、物
流の生産性向上などの取組みを重点課題と位置づけ、
特に荷待ち時間の多い「加工食品」「建設資材」「紙・パ
ルプ」物流については近畿レベルの広域的取組みとし
て実証実験（アドバンス事業）の実施に向けた協議と
併せ「ホワイト物流」推進運動の積極的な展開により
荷主企業や一般消費者に対する周知を図りました。

令
和
元
年
度
　

滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練
に
参
加

9月

10月

10月

11月

労
働
時
間
改
善

滋
賀
県
協
議
会
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「びわ湖環境ビジネスメッセ２０１９」にて
環境の取組み発信



　令和元年７月５日、滋賀県
公館にて、滋賀県トラック
協会は、滋賀県知事及び
長浜市の立ち合いのもと
滋賀県造林公社と「琵琶湖
森林づくりパートナー協

定」を締結しました。この
協定は、滋賀県長浜市に位置

する「とらっくんの森」を地球温
暖化防止や国土の保全、水資源の確保の為に、滋賀県造
林公社と協力して森林保全活動に取り組むものです。事
業の開始を記念して11月１日（金）に長浜市岡谷町にある
森林で、協定記念表示板の除幕式が行われました。
　まず、田中会長が、「県が取り組む“やまの健康事業”に
協力するため、協定を結び森林の保全事業を協働でやっ
ていくことになった。森林の整備を進めることは琵琶湖
の環境を守ることにもつながる有意義な取り組みとなる
ため、来年は子どもたちにも参加してもらい、“木育”を
織り交ぜて事業を進めていきたい」と挨拶しました。
　続いて滋賀県造林公社の櫻井副理事長が、「第１号の記
念すべきパートナー協定を結べたことをうれしく思って
いる。相互に協力しながら中身のある森林保全の取り組

みを展開していきたい」と今後の事業の広がりへの期待
を込めて挨拶されました。
　そして、田中会長、櫻井副理事長、原田湖北森林整備
事務所次長、今荘長浜市森林田園整備課課長によって除
幕が行われ、『とらっくんの森［琵琶湖森林づくりパート
ナー協定］』を示す表示板が姿を表しました。
　続いて、造林公社の今本生産販売課長補佐から、とら
っくんの森の概要や鹿の食害の現状などについて説明を
受け、獣害防止テープの巻き方について実演指導を受け
た後、それぞれ割り当てられた森に移動して作業を行い
ました。
　慣れない斜面での作業になりましたが、参加者は２人
１組で協力しながら、次々と古いテープを外して新しい
テープを巻いていきました。
　作業終了後、中西副会長
が「協会の事業として、
ますます浸透、発信で
きるようにしたいと考
えている。来年は木育
や食育も交えた意義あ
る事業にしていきたい」
と挨拶し閉会しました。

「おうみの森づくり事業」
  スタート！

11月

記念表示板の除幕式と獣害防止作業を実施
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三日月知事を迎えて、物流セミナーを開催

全
国
陸
上
貨
物
運
送
事
業

労
働
災
害
防
止
大
会
を

大
津
市
で
開
催

11月

11月

　11月13日（水）、びわ湖大津プリンスホ
テルで、約450名の出席者を得て、令和元
年度の物流セミナーが開催されました。

　開会挨拶で田中会長は、「運賃をきちんといただ
いて、その対価として他業種より多く賃金を払え
るようにしない限り人手不足は解消しない。荷主
様、国、県、すべてがワンチームになって乗り切
らないと、この業界には人が来ないということを
ご理解願いたい」と訴えました。
　続いて、来賓を代表して近畿運輸局自動車交通
部の後藤次長が挨拶を行った後、三日月滋賀県知
事が登壇、『物流で健康しが』というテーマで講演
を行いました。
　三日月知事は、「協会と県は『滋賀に輝く七つ星事
業』などで、連携しながらさまざまな事業を推進
してきた。行政が間に入ってマッチングしながら、
荷主企業のニーズと輸送能力をつなぐ物流総合効
率化法などを活用しながら、滋賀県の物流力をさ
らにあげていきたい」と、県と協会が連携してい
くことの重要性について言及しました。
　また、「県は『新しい豊かさ』を創造するという

　令和元年11月７日（木）、大津市民会館で第55回全
国陸上貨物運送事業労働災害防止大会が開催され
ました。田中陸上貨物運送事業労働災害防止協会
滋賀県支部長が、歓迎の挨拶に立ち県内の観光名
所を紹介した後、渡邉陸上貨物運送事業労働災害
防止協会長が挨拶を行い、続いて三日月滋賀県知事
ら来賓より祝辞をいただきました。
　安全衛生表彰や安全衛生標語優秀作品顕彰、全
国フォークリフト運転競技大会開催報告などが行わ
れ、安全衛生水準向上に向けた活動の一層の推進
や、荷役災害、交通労働災害防止に向けた対策の
推進などを盛り込んだ大会宣言を満場一致で採択し
ました。
　第２部では、厚生労働省労働基準局の村山安全
衛生部長が、『最近の労働安全衛生行政の動向』と
いうテーマで講演を行い、労働者の安全や健康の状
況や、陸上貨物関係の労働災害防止策のポイントな
どについて述べました。
　第３部は、センコー株式会社 京滋主管支店の芳
賀業務改善担当課長が、『労働災害、事故防止を目
的に職場風土の改善に向けた取り組み』として事例
発表を行い、教育研修を体系化し目的を明確にした

　県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、県民総
ぐるみで年末の交通事故防止のため、11月30日（土）
10：30 ～ 11：30 新名神土山サービスエリア（玉川
オーケストラの団員を１日高速隊長に委嘱し、滋賀
県高速道路交通安全協議会のメンバーによる啓発活
動を実施）において啓発活動を実施しました。
　啓発活動では玉川オーケストラの演奏にのせて、
高速道路の交通安全ソングをGINLALA（ギンララ）
の２名が歌い、サービスエリアに立ち寄るドライバ
ーへ交通安全を呼びかけました。

　１月８日（水）、多賀大社において毎年恒例の新年祈願祭が
執り行われました。
　滋賀県トラック協会を代表して、田中会長をはじめ、理事・
監事や安全環境委員、滋賀県トラック青年協議会会長、滋賀
県トラック女子部会部会長の56名が参拝し、今年１年間の交
通安全並びに商売繁盛、業務繁栄を祈願しました。

令和２年度の協会運営に向けて

　引続き第357回理事会が開催され、次年度の会長基本方針
及び事業推進施策が決定され、協会の運営方針や当面する
諸問題等について審議が行われました。

目標を掲げ、今だけ、モノ
だけ、お金だけ、自分
だけの豊かさでなく、
すべての人が感じら
れる豊かさの創造を
目指している。昨年か
らは『健康しが』という
取り組みも始まり、SDGs
も取り込みながら、物流業界の
課題解決を図り長続きする社会をつくっていきた
い」述べました。
　「高速道路や国道など主要道路の環境改善を進め
る中、田中会長と連携して名神名阪連絡道路の早
期整備の要望活動も行っている。滋賀の力は物流
によるところが大きい。行政も一緒になって物流
環境の改善を進めるので、ぜひともご協力をお願
いしたい」と講演を締めくくりました。
　会場からは国道８号線の整備や公共工事に関す
る質問が出されて、貴重な意見交換の場となりま
した。そして、外村副会長がお礼のことばを述べて、
今年度の物流セミナーを閉会しました。

り、コミュニケーションの活性化で
全員参加の風土づくりに取り組ん
だことで、事故や災害を減らした
事例について紹介しました。
　そして、特別講演として三千院門主
の堀澤祖門師が、『枠を破る』というテーマで講演を
行いました。師は「私たちが生きている二元相対の世
界では争いはなくならない、一元絶対では対立する
ものがないのですべてが一つとなって争う根拠がなく
なる。“空”とは一元絶対の世界で、釈迦が人類で初
めて体験して“悟り”を得た。空を体験すると目に見え
るすべてのもの “色”＝物質に執着することがなくなる」
と述べ、自分への執着がなくなると人のために尽くす
こと、働くことの喜びがわかるようになると訴えました。
そして「経営にも必要な大義となる利他の心を知るこ
とが、結果として自分の心の
枠を破ることになる」と述べ
て講演を締めくくりました。
　最後に来年度の開催県と
なる広島県支部長が閉会の
辞を述べて、すべてのプログ
ラムを終了しました。

年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動
啓
発
活
動

11月

1月今年１年間を通じて、交通安全及び
商売繁盛、業務繁栄を祈願
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ドライバーの運転スキル
向上を目的に
「ドライバー研修会」を開催

経
営
者・管
理
職
研
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会

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 2月

若手の人材を確保

　滋賀にキラリ輝く七つ星事業「はたらく」の１つ「トラ
ック業界の関心を高めるキャリア教育」にかかる事業
の一環として、優秀な若手の人材確保を目的で、平成
27年度からの継続事業で５年目となります。

映像で興味を持たせ、業界を
知ってもらう

　当講座は田中会長等の
挨拶から始まり、支部長
又は経営支援委員長を中
心に講師を務め、業界の
説明だけではなく映像を交
え、事業用自動車や免許
制度等、わかりやすい講座

を展開しました。また映像を交えて業界の説明があり
ますので、学生に興味を持たせ、当業界を知ってもらう
きっかけとなりました。

業界の魅力を伝える

　12月11日（水）八日市南高校では、１年及び２年生の
業界就職希望者並びに３年生の業界内定者併せて７名
に当講座を開催しました。特に３年生業界内定者から
は、積極的に質問をする等、受講する姿勢から積極性
が伺えました。

　12月12日（木）には、愛知高校で、２年生業界就職
希望者15名を対象として、当講座を開催しました。学

生自身が、自らの希望で興味のある業界の説明を聞き
に行くという授業のスタンスでした。

　12月17日（火）、甲南高校にて２年生118名に当講座
を開催しました。業界の説明を受けるだけでなく、授業
が始まる前後の整列、開始終了の挨拶、時間厳守や
受講態度まで、しっかり学ば
れていました。

　2月13日（木）は、石部高校
にて２年生41名を対象として
開催しました。学生は、最
初から最後まで、熱心に聞い
ていました。

受講する学生数は年 、々増加

　受講した学生数は、27年度から開催し、延べ25校
で2,789名となりました。
アンケートを通じて学生からは、「ナンバープレートの色
の違いは、今まで知らなかった」や「滋賀県では、運送
会社の数はコンビニエンスストアの店舗数よりも多くて
驚いた」、「この機会に、詳しく知る事ができて良かった」、

「ドライバーの父親を誇り
に思う」、「将来の仕事の選
択肢の１つとなった」、「かっ
こ良いドライバーに憧れる、
私もドライバーになりたい」、

「女性でも活躍できる！」と
いった声も、実際に届きま
した。

物流出前講座

を開催！

12月７月 2月９月 2月に向けた取り組みを議論し、加えて小集団を代表
して議論の結果を発表しました。積極的な意見交
換の場となりました。
　「過労死等防止・健康起因事故防止セミナー」で
は、滋賀産業保健総合支援センター及び陸上貨物
運送事業労働災害防止協会本部、公益社団法人全
日本トラック協会交通・環境部から講師を招き、
近年、ホットなテーマとなっているドライバーの
健康維持に加え、過労死等の防止について説明さ
れました。
　ドライバーの健康状態は、直接運転に影響し、
ひいては会社の運行を左右するため、出席者から
は積極的に質問が出されました。

２つ目のテーマはトレーラの適正な
使用等について

　一般社団法人日本自動車車体工業会のトレーラ
部会を講師に迎え、「トレーラの適正な使用等に係
る研修」というテーマで開催しました。
　トレーラの日常点検及び定期点検整備の重要性
だけでなく、トレーラの安全な使用について、ト
レーラ輸送による輸送効率向上、トレ
ーラの安全装置（ABS及び横転抑制装
置）とその有効性について説明されまし
た。トレーラを大型車と同じように見
なすのではなく、トレーラの特性をし
っかり理解し、それに応じて管理する
事を説明されました。

　経営支援委員会では公益社団法人全日本トラッ
ク協会との共催で、会員事業者の経営者・管理職
を対象とした「経営者・管理職研修会」を開催致し
ました。
　テーマは交通事故の防止と、トレーラの適正な
使用等についてでした。
　研修会は３回開催し、参加者は延べ140名となり
ました。

１つ目のテーマは重大事故の防止及び
過労死等防止・健康起因事故の防止について

　　第１回研修会は「60分でわかるトラック重大事
故対策セミナー」、第２回研修会は「過労死等防止・
健康起因事故防止セミナー」をテーマとして開催
しました。
　「60分でわかるトラック重大事故対策セミナー」
では、「交差点事故」と「追突事故」を中心テーマに、
ドライブレコーダーの映像を活用して、重大事故
の特徴や対策を説明しました。また、小集団での
情報交換会も行いました。各社の交通事故の防止

　滋賀県トラック協会経営支援委員会では、クレフィール湖東
交通安全研修所において「ドライバー研修会」を開催しました。
2019年４月から2020年3月までの期間で、ドライバーの運転ス
キル向上を目的として、10回開催しました。
　日常点検から濡れた路面でのフルブレーキ、危険回避等の基
礎から学べる通常コース、またその内容を大型車で学べる大型
コース、交通事故について重点を置き、事故惹起者へ実施しな
ければならない特別教育に置き換えられる特別コース、日常点
検やレクチャー、タイヤの空気圧により燃費の向上を体験でき
るエコドライブコースがあります。
　10回開催した結果、合計189名の出席者をもって、ドライバ
ーの運転スキル向上に寄与しました。
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